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佐
藤
伽
純
（
文
３
）

　
語
学
研
修
を
受
け
た
中
山

大
学
は
キ
ャ
ン
パ
ス
が
広

く
、
海
と
山
に
囲
ま
れ
て
い

て
、
野
生
の
猿
が
キ
ャ
ン
パ

ス
に
い
る
な
ど
自
然
が
豊
か

で
あ
っ
た
。

　
語
学
研
修
は
自
己
紹
介
か

ら
始
ま
り
、
数
字
や
買
い
物

な
ど
、
実
用
的
な
こ
と
ば
を

教
え
て
も
ら
っ
た
。
会
話
が

中
心
で
、
先
生
は
明
る
く
て

面
白
く
、
楽
し
み
な
が
ら
学

べ
た
。
実
際
に
買
い
物
す
る

と
き
に
現
地
の
言
葉
で
注
文

し
た
り
、
簡
単
な
会
話
が
で

き
た
り
と
、
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
教
養
テ
ー
マ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

「
文
明
を
歩
く
」（
指
導

佐
竹
弘
靖
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情

報
学
部
教
授
）
の
ゼ
ミ
生
10

人
は
２
月
19

日
か
ら
28
日

ま
で
中
央
ア

ジ
ア
の
ジ
ョ

ー
ジ
ア
、
ア

ル
メ
ニ
ア
の

２
カ
国
を
訪

ね
、
日
本
語

を
学
ぶ
現
地

の
大
学
生
た

ち
と
お
互
い
の
文
化
を
紹
介

し
合
い
交
流
を
深
め
た
。

　
２
カ
国
は
中
央
ア
ジ
ア
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
分
け
る
コ
ー

カ
サ
ス
山
脈
を
擁
し
て
お

り
、
雄
大
な
大
自
然
や
古
代

キ
リ
ス
ト
教
文
化
、
歴
史
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
同

ゼ
ミ
は
こ
れ
ま
で
パ
キ
ス
タ

ン
、
ト
ル
コ
、
シ
リ
ア
、
ヨ

ル
ダ
ン
な
ど
15
カ
国
以
上
を

訪
問
し
て
い
る
。
今
回
参
加

し
た
学
生
２
人
に
印
象
的
だ

っ
た
こ
と
、
旅
で
学
ん
だ
こ

と
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　
ゼ
ミ
生
は
事
前
に
歴
史
、

風
土
、
宗
教
な
ど
に
つ
い
て

学
び
旅
に
臨
ん
だ
。

　
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
首
都
ト
ビ

リ
シ
が
出
発
点
。
ト
ビ
リ
シ

自
由
大
学
で
学
生
と
交
流

し
、
古
都
ム
ツ
ヘ
タ
に
向
か

っ
た
。
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
る
「
ム
ツ
ヘ
タ
の
歴

史
的
建
造
物
群
」
な
ど
を
見

学
。
徒
歩
で
国
境
を
越
え
、

ア
ル
メ
ニ
ア
の
首
都
エ
レ
バ

ン
へ
向
か
っ
た
。
エ
レ
バ
ン

国
立
大
学
の
学
生
た
ち
と
交

流
し
た
。

　
柿
原
直
也
さ
ん
（
経
済

４
）
と
小
林
怜
奈
さ
ん
（
経

営
４
）
は
と
も
に
海
外
旅
行

に
興
味
が
あ
り
参
加
し
た
。

「
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
国
だ

っ
た
の
で
、
今
ま
で
と
は
違

う
体
験
、
異
文
化
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
た
」

と
柿
原
さ
ん
は
話
す
。

　
ト
ビ
リ
シ
自
由
大
学
で
は

20
人
以
上
の
学
生
と
交
流

し
、
写
真
、
ス
ラ
イ
ド
な
ど

で
日
本
の
漫
画
、
ア
ニ
メ
映

画
、
繁
華
街
な
ど
を
紹
介
。

柿
原
さ
ん
は
得
意
の
合
気
道

を
実
演
し
、
大
き
な
拍
手
を

浴
び
た
と
い
う
。

　
小
林
さ
ん
は
「
日
本
の
ア

ニ
メ
に
興
味
を
持
つ
人
が
多

く
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」
と

話
す
。

　
一
番
印
象
に
残
っ
た
場
所

は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
側
の
国
境

の
町
サ
ダ
フ
ロ
だ
と
い
う
。

切
り
立
っ
た
岩
、
険
し
い
渓

谷
が
延
々
と
続
き
、
壮
大
な

景
観
に
圧
倒
さ
れ
た
。

　
山
道
は
車
１
台
通
れ
る
く

ら
い
で
、「
荒
涼
と
し
た
自

然
の
中
に
突
然
、
石
造
り
の

修
道
院
が
現
れ
、
キ
リ
ス
ト

教
が
人
々
の
暮
ら
し
の
中
に

し
っ
か
り
根
付
い
て
い
る
こ

と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
」
と

柿
原
さ
ん
。

　
小
林
さ
ん
は
「
国
境
に
は

銃
を
持
っ
た
兵
隊
が
警
護
に

あ
た
っ
て
い
て
、
日
本
が
い

か
に
平
和
な
の
か
を
感
じ

た
」
と
話
す
。

　
現
地
の
大
学
生
の
勉
強
熱

心
さ
に
も
驚
い
た
と
い
う
。

「
日
本
に
来
た
こ
と
が
な
い

の
に
、
日
本
語
を
流
ち
ょ
う

に
話
せ
る
の
は
す
ご
い
と
思

っ
た
。
自
国
の
歴
史
、
文

化
、
国
の
成
り
立
ち
に
つ
い

て
も
詳
し
く
、
自
分
た
ち

は
、
も
っ
と
学
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
痛
感
し
た
」
と

柿
原
さ
ん
は
話
す
。

　
佐
竹
教
授
は
「
一
生
懸
命

日
本
語
や
日
本
文
化
を
学
ん

で
い
る
現
地
の
大
学
生
と
交

流
を
持
ち
、
参
加
学
生
た
ち

は
将
来
の
日
本
と
両
国
の
あ

る
べ
き
関
係
の
姿
を
深
く
考

え
た
よ
う
だ
」
と
語
る
。

　
商
学
部
・
渡
辺
達
朗
ゼ
ミ

の
３
年
次
生
14
人
が
、
４
月

16
日
に
開
館
し
た
川
崎
市
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
（
川

崎
市
中
原
区
）
の
周
辺
の
ラ

ン
チ
マ
ッ
プ
を
作
製
し
、
開

館
記
念
式
典
で
紹
介
さ
れ

た
。
マ
ッ
プ
は
同
ホ
ー
ル
の

最
寄
り
駅
で
あ
る
武
蔵
小
杉

駅
（
Ｊ
Ｒ
、
東
急
）、
新
丸

子
駅
（
東
急
）
の
２
種
類
。

そ
れ
ぞ
れ
、
和
食
、
イ
タ
リ

ア
ン
、
ラ
ー
メ
ン
、
カ
フ
ェ

・
デ
ザ
ー
ト
な
ど
18
の
飲
食

店
を
紹
介
し
て
い
る
。
店
内

の
雰
囲
気
や
お
す
す
め
の
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
、
ゼ
ミ
生
が
自

ら
の
足
で
集
め
た
情
報
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
渡
辺
ゼ
ミ
は
「
地
域
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
ま
ち
づ
く

り
」
を
研
究
テ
ー
マ
に
、
東

京
都
千
代
田
区
や
川
崎
市
多

摩
区
な
ど
の
ま
ち
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
る
。
今
回
は
川

崎
市
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、

昨
年
10
月
に
活
動
を
ス
タ
ー

ト
。
ホ
ー
ル
は
35
階
建
て
ツ

イ
ン
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の

低
層
階
に
あ
り
、
国
際
会
議

や
学
術
会
議
、
展
示
会
な
ど

で
の
利
用
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。

　
マ
ッ
プ
は
、
ホ
ー
ル
来
場

者
向
け
に
〝
大
人
ラ
ン
チ
〞

を
テ
ー
マ
に
設
定
し
た
。
事

前
調
査
で
掲
載
候
補
店
を
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
武
蔵
小

杉
、
新
丸
子
の
両
地
域
に
何

度
も
足
を
運
び
、
実
際
に
各

店
舗
で
料
理
を
食
べ
、
原
稿

に
ま
と
め
た
。
デ
ザ
イ
ン
は

プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
担
当

し
た
が
、
学
生
目
線
で
イ
メ

ー
ジ
や
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し

た
。

　
武
蔵
小
杉
編
を
担
当
し
た

ゼ
ミ
長
の
鈴
木
莉
子
さ
ん
は

「
な
じ
み
の
な
い
地
域
だ
っ

た
が
、
ま
ち
を
歩
い
た
こ
と

で
、
店
舗
だ
け
で
な
く
、
ま

ち
の
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で

武蔵小杉・新丸子のランチマップ作製
商・渡辺達ゼミ

中
央
ア
ジ
ア
２
カ
国
を
訪
問

現
地
大
学
生
と
異
文
化
交
流

佐
竹
教
養
ゼ
ミ「
文
明
を
歩
く
」

傘の産地として知られる美濃で傘作りを体験

渡
辺
教
授
（
右
端
）
と
ゼ
ミ
生

完成した二つのマップ。上が新丸子、下が武蔵小杉

　
学
生
部
に
よ
る
海
外
研
修
セ
ミ
ナ
ー
「
台
湾
へ
行
こ

う
」
が
３
月
１
日
か
ら
８
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
学
生
11

人
が
参
加
し
、
国
際
交
流
協
定
校
の
国
立
中
山
大
学
（
高

雄
市
）
で
の
語
学
研
修
や
、
中
山
大
学
生
と
の
交
流
、
フ

ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
や
文
化
体
験
を
通
じ
て
、
台
湾
へ
の

理
解
を
深
め
た
。
学
生
部
セ
ミ
ナ
ー
は
異
文
化
体
験
を
通

し
て
多
様
な
価
値
観
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
春
期

休
暇
中
に
実
施
し
て
い
る
。
参
加
者
の
中
か
ら
２
人
の
体

験
記
を
紹
介
す
る
。

尾
山
結
花
里
（
法
２
）

　
台
湾
で
の
８
日
間
の
研
修

は
、
刺
激
的
な
日
々
の
連
続

で
あ
っ
た
。
こ
の
研
修
に
よ

り
、
台
湾
は
人
と
人
と
の
距

離
感
が
近
い
お
お
ら
か
な
人

が
多
い
と
こ
ろ
だ
と
い
う
印

象
を
持
っ
た
。

　
私
が
最
も
強
く
そ
れ
を
感

じ
た
の
は
、
中
山
大
学
の
ユ

イ
さ
ん
と
い
う
学
生
と
共

に
、
大
学
か
ら
近
い
旗
津
半

島
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
虹

の
教
会
に
行
く
た
め
歩
い
て

い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
な

か
な
か
目
的
地
に
た
ど
り
着

け
ず
、
道
を
間
違
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安

を
感
じ
て
い
た
。
そ
ん
な
時

に
、
信
号
待
ち
の
た
め
車
が

１
台
、
私
た
ち
の
前
で
停
車

し
た
。
す
る
と
突
然
ユ
イ
さ

ん
が
そ
の
運
転
手
に
向
か
い

「
虹
の
教
会
は
ど
っ
ち
で
す

か
？
」と
尋
ね
た
の
だ
っ
た
。

　
運
転
中
の
見
ず
知
ら
ず
の

人
に
突
然
道
を
聞
い
た
ユ
イ

さ
ん
に
も
び
っ
く
り
し
た

が
、
そ
れ
以
上
に
運
転
手
が

信
号
待
ち
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
話
し
か
け
ら
れ
て
も
嫌

な
顔
を
せ
ず
に
、
丁
寧
に
教

え
て
く
れ
た
こ
と
に
驚
い

た
。
こ
の
経
験
か
ら
台
湾
に

は
友
好
的
な
人
が
多
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
。

　
研
修
の
前
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
で
台
湾
の
こ
と
を

調
べ
た
。
し
か
し
、
こ
の
研

修
を
通
じ
て
、
メ
デ
ィ
ア
で

得
た
情
報
は
表
面
的
な
も
の

で
し
か
な
い
と
思
っ
た
。
実

際
に
現
地
に
行
き
、
人
々
と

交
流
を
す
る
こ
と
で
、
そ
の

国
の
内
面
的
な
部
分
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
、

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ア
ル
メ
ニ
ア
の
学
生
に
書
道

を
教
え
る
佐
竹
ゼ
ミ
生

き
た
。
マ
ッ
プ
が
店
舗
に
行

く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と

話
す
。
副
ゼ
ミ
長
の
吉
田
航

さ
ん
は
「
み
ん
な
で
意
見
を

出
し
合
っ
て
作
成
し
た
紹
介

コ
メ
ン
ト
を
ぜ
ひ
読
ん
で
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
渡
辺
教
授
は
「
短
期
集
中

の
活
動
だ
っ
た
が
、
地
域
と

向
き
合
う
良
い
機
会
と
な
っ

た
。
普
段
何
気
な
く
通
り
過

ぎ
て
い
る
ま
ち
に
、
お
い
し

い
飲
食
店
、
面
白
い
店
、
特

徴
的
な
施
設
が
あ
る
こ
と
を

知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

で
は
」
と
成
果
を
語
っ
た
。

　
マ
ッ
プ
は
、
同
ホ
ー
ル
来

場
者
に
配
布
さ
れ
る
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
、
配

信
さ
れ
る
予
定
。

学
生
部
セ
ミ
ナ
ー「
台
湾
へ
行
こ
う
」

交
流
通
し
歴
史
と
文
化
知
る

お
お
ら
か
で
友
好
的
な
人
々

サダフロ

●

●
アルメニア

トルコ

ロシア

イラン

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

黒海
トビリシ

エレバン

●

　
台
南
市
で
古
跡
・
安
平
古

堡
や
、
古
い
町
並
み
が
続
く

安
平
老
街
を
見
学
し
、
美
濃

で
は
お
茶
作
り
・
傘
作
り
を

通
し
て
歴
史
や
文
化
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。
渡
航
前
の

研
修
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

た
専
大
に
在
学
す
る
台
湾
か

ら
の
留
学
生
も
合
流
し
、
観

光
地
を
一
緒
に
巡
っ
た
。
ま

た
、
台
湾
在
住
の
専
大
卒
業

生
に
夕
食
会
を
開
い
て
い
た

だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
交

流
が
で
き
た
。
大
皿
の
料
理

を
共
有
し
会
話
も
弾
ん
で
楽

し
か
っ
た
。

　
今
回
、
中
山
大
学
で
お
世

話
に
な
っ
た
学
生
の
１
人
は

９
月
か
ら
専
大
に
留
学
す
る

の
で
今
度
は
日
本
を
紹
介
し

た
い
。
ま
た
、
同
じ
専
大
生

な
が
ら
名
前
も
顔
も
知
ら
な

か
っ
た
人
と
海
外
で
団
体
生

活
を
送
る
こ
と
は
不
安
だ
っ

た
が
、
現
地
で
は
協
力
し
合

い
、
自
分
の
役
割
を
見
つ
け

て
行
動
で
き
た
。
こ
れ
か
ら

も
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に

し
て
い
こ
う
と
強
く
思
っ

た
。
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